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今
年
の
元
日
に
起
き
た
能
登
半
島
地
震
で
、
私

達
は
、
日
本
で
は
い
つ
ど
こ
で
大
き
な
地
震
が
発

生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
思

い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
で
は
、
２
０
０
７
年
（
平
成
19
年
）

３
月
に
は
能
登
半
島
沖
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・

６
の
地
震
が
、
２
０
２
０
年
（
令
和
２
年
）
に
は

最
大
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
６
の
群
発
地
震
、
ま

た
昨
年
５
月
に
も
奥
能
登
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

６
・
９
と
、
近
年
で
も
繰
り
返
し
大
き
な
地
震
が

起
き
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
被
害
を
伝
え
る
な
か
で
「
前
回
の
地
震

で
も
大
丈
夫
だ
っ
た
か
ら
と
思
っ
て
い
た
」
と
い

う
声
も
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
震
の

規
模
や
範
囲
・
揺
れ
方
等
は
各
々
の
地
震
に
よ
っ

て
違
い
、
そ
れ
が
建
物
や
地
域
に
与
え
る
影
響
も

経
験
則
だ
け
で
は
判
断
で
き
ま
せ
ん
。

　

自
分
の
過
去
の
経
験
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な

情
報
や
知
見
を
踏
ま
え
て
、
い
つ
起
き
る
か
わ
か

ら
な
い
大
地
震
に
対
す
る
「
備
え
」
を
行
う
こ
と

が
い
か
に
大
切
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

大
地
震
に
備
え
る「
住
ま
い
」を

❶1階部分が斜めに傾いた住宅　❷亀裂の入った地面のアスファルト　❸建物危険
判定 “倒壊注意・立入禁止”　❹大きく傾いた建物　❺敷地と道路の間に大きな段差
ができた住宅

2024年能登半島地震の被害状況より〈出展：災害写真データベース〉
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埼玉県地域防災計画（令和5年3月）～第2編 地震対策編における
首都直下型地震による埼玉県内の被害想定

多発する地震 首都圏も切迫
首都圏直下型 30年以内70％の想定

専
門
家
も
予
測
で
き
な
い

　

公
益
社
団
法
人
日
本
地
震
学
会
は
、「
東
日

本
大
震
災
の
前
後
か
ら
日
本
は
地
震
活
動
期
に

入
っ
た
の
で
す
か
」と
い
う
質
問
に
対
し
「
よ
く

判
り
ま
せ
ん
」と
し
つ
つ
も
、「
過
去
百
年
間
の
地

震
活
動
に
基
づ
く
と
、
東
北
日
本
の
内
陸
地
震

が
、
太
平
洋
側
の
海
溝
型
巨
大
地
震
前
後
10
〜

20
年
間
に
活
発
化
し
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま

す
」と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

能
登
半
島
も
大
規
模
な
地
震
の
発
生
確
立
は

低
い
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
専
門
家
も
い
つ
ど

こ
で
次
の
地
震
が
起
き
る
か
を
想
定
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

特
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
ク
ラ
ス
以
上
と
さ

れ
て
い
る
首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震

は
、
30
年
以
内
に
70
％
程
度
と
非
常
に
高
い
確

率
で
の
発
生
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
注
意
が
必

要
で
す
。

県
内
被
害
全
壊
２
万
１
千
棟

　

こ
れ
ら
の
地
震
で
は
、
私
た
ち
の
住
む
埼
玉

県
に
も
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
が
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

埼
玉
県
地
域
防
災
計
画
で
は
、
首
都
直
下
地

震
に
よ
る
埼
玉
県
内
の
被
害
を
下
表
の
よ
う
に

想
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
だ
け
の
建
物
の
被
害
、
人
的
被
害
が
短

期
間
に
発
生
し
た
場
合
に
は
、
現
在
準
備
さ
れ

て
い
る
公
的
支
援
（
公
助
）
は
到
底
間
に
合
い
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
災
害
に
向
け
て
、
自
助
・

共
助
で
ど
れ
だ
け
備
え
る
か
は
と
て
も
重
要
な

こ
と
で
す
。

　

今
回
の
能
登
半
島
地
震
で
は
、
死
者
２
４
０

人
を
超
え
、
建
物
被
害
は
、
７
万
８
０
０
０
棟
を

数
え
て
い
ま
す
。

家
屋
倒
壊
に
よ
る
被
害
大

　

建
築
物
に
関
す
る
最
低
基
準
は
「
建
築
基
準

法
」で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
法
で
は
、
構
造

に
関
す
る
基
準
の
大
き
な
変
更
が
２
度
行
わ
れ

て
き
て
い
ま
す
。

　

１
９
８
１
年
（
昭
和
56
年
）
６
月
の
改
正
（
そ

れ
以
前
を
「
旧
耐
震
基
準
」、
そ
れ
以
降
を
「
新

耐
震
基
準
」
と
い
い
ま
す
）
で
は
建
物
を
支
え

る
「
耐
力
壁
」
の
必
要
量
の
規
定
が
明
示
さ
れ
、

２
０
０
０
年
に
は
さ
ら
に
耐
力
壁
の
配
置
の
バ

ラ
ン
ス
や
耐
力
壁
を
支
え
る
軸
組
の
接
合
部
の

強
度
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

法
適
合
が
「
安
全
」で
は
な
い

　

建
築
基
準
法
の
耐
震
強
度
の
考
え
方
は
、「
震

度
５
強
」
や
「
震
度
６
強
〜
７
程
度
」の
地
震
で

建物等被害

時間帯 冬・深夜 夏・昼 冬・夕

揺れによる全壊 約21,000棟

液状化による全壊 約4,900棟

地震火災に
よる焼失

風速3m/s 約3,800棟 約2,000棟 約42,000棟

風速8m/s 約7,700棟 約5,800棟 約72,000棟

全壊・焼失
棟数合計

風速3m/s 約30,000棟 約28,000棟 約68,000棟

風速8m/s 約34,000棟 約32,000棟 約97,000棟

人的被害

時間帯 冬・深夜 夏・昼 冬・夕

建物倒壊等による死者 約1,300 約400 約700

地震火災に
よる死者

風速3m/s 約200 ～約300 約20 ～約40 約900 ～約1700

風速8m/s 約300 ～約600 約70 ～約100 約1600 ～約3000

ブロック塀等の転倒・
屋外落下物等による死者 約10 約20

死者数合計
風速3m/s 約1500 ～約1600 約500 約1700 ～約2500

風速8m/s 約1700 ～約1900 約500 ～約600 約2400 ～約3800

負傷者数 約109,000
  ～約113,000

約87,000
 ～約90000

約112,000
  ～約123,000
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【旧耐震基準と新耐震基準の違い】

必要です

住
ま
い
の
耐
震
化

早
め
の
診
断
・
改
修
を る

」と
い
う
声
を
多
く
お
聞
き
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
住
宅
の
倒
壊
は
、
道
路
を
塞
ぎ
避
難

者
や
緊
急
車
両
の
通
行
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
る

他
、
救
助
の
労
力
を
分
散
す
る
こ
と
と
な
り
、
自

分
だ
け
で
な
く
他
の
方
の
命
に
も
影
響
を
与
え

ま
す
。
住
宅
の
耐
震
化
は
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
に
も
重
要
で
す
。

　

ま
ず
は
、
住
宅
の
耐
震
診
断
を
し
、
さ
ら
に
必

要
な
耐
震
改
修
を
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

住
宅
生
協
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
（
一
般

診
断
法
）
を
お
請
け
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
家
屋
が
倒
壊
・
崩
壊
し
な
い
」と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
、
こ
う
し
た
震
度
で
も
建
物
が
損

傷
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、「
す
ぐ
に
は

倒
壊
・
崩
壊
せ
ず
避
難
時
間
が
確
保
で
き
る
」と

い
う
だ
け
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

何
度
も
強
い
地
震
が
繰
り
返
し
発
生
し
た
場

合
に
は
倒
壊
・
崩
壊
の
恐
れ
が
十
分
に
あ
り
ま

す
。
２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
の
熊
本
地
震
や

今
回
の
能
登
半
島
地
震
で
は
、
震
度
７
の
地
震

が
２
度
連
続
し
て
起
き
た
た
め
に
倒
壊
し
た
り
、

当
初
の
地
震
で
は
大
丈
夫
そ
う
に
み
え
た
住
宅

が
そ
の
後
の
震
度
４
の
地
震
で
倒
壊
し
た
例
が

起
き
て
い
ま
す
。

　

地
震
の
揺
れ
に
耐
え
る
た
め
に
設
置
さ
れ
る

「
耐
力
壁
」は
、
筋
交
い
等
で
柱
や
土
台
、梁は
り

等
が

外
れ
た
り
す
る
こ
と
を
防
い
で
い
ま
す
が
、一
度

大
き
な
地
震
が
来
る
と
こ
れ
ら
の
接
合
部
が
外

れ
た
り
筋
交
い
が
折
れ
た
り
し
、
２
度
目
の
地

震
の
際
に
機
能
を
果
た
さ
な
く
な
っ
て
い
る
事

例
が
み
ら
れ
ま
す
。

自
宅
の
耐
震
化
が
他
人
も
救
う

　

ご
高
齢
の
組
合
員
さ
ん
か
ら
「
こ
の
建
物
が

倒
壊
し
た
時
は
自
分
も
寿
命
だ
と
思
っ
て
諦
め

〈内閣府防災情報ページより〉

建築時期
(着工日) 耐震強度の考え方

旧耐震基準
1981(昭和56)年
5月以前

10年に1度発生すると考え
られる中規模地震動（震度5
強程度）に対して、家屋が倒
壊・崩壊しない。

新耐震基準
1981(昭和56)年
6月以降

中規模の地震動（震度5強
程度）で家屋がほとんど損
傷しない。
大規模の地震動（震度6強
～7程度）で、家屋が倒壊・
崩壊しない、ただし多少の
損傷は許容。

地震で折れた筋交い（熊本地震）

20mを超える大きな津波

老朽木造市街地や
文化財の被災が懸念

我が国の中枢機能の
被災が懸念

千島海溝

西日本全域に及ぶ超高域震災

根室沖：30年以内に地震が発生する確率：60％
など様々なケース

30年以内にM8～M9クラスの大規模地震が
発生する確率：70％程度

南関東域で30年以内にM7クラスの地
震が発生する確率：70％程度

30年以内に大正関東地震タイプなどM8
クラスの地震が発生する確率：ほぼ0～5％

日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震

南海トラフ地震
相模トラフ沿いの海溝型地震

海溝型地震

中部圏・近畿圏直下地震

首都直下地震

直下型地震
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●
協
力
業
者
会
の
活
動
目
標

　

さ
い
た
ま
住
宅
生
活
協
同
組
合
の
事
業
者
で

構
成
さ
れ
た
協
力
業
者
会
は
、
日
頃
の
業
務
の
専

門
性
を
活
か
し
て
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
を
活

動
目
標
の
一
つ
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
縁
あ
っ
て
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
富
士

見
市
の
「
障
が
い
者
支
援
施
設
ゆ
い
の
里
」の
男

性
入
居
者
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
で
、
１
月
13
・
14
日

に
施
設
の
修
繕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

　

障
が
い
者
支
援
施
設
の
特
性
に
よ
っ
て
は
、
建

築
物
の
損
傷
が
著
し
く
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

今
回
修
繕
を
行
っ
た
箇
所
は
、
ド
ア
や
壁
が
大

き
く
傷
み
劣
化
が
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
施
設
側
で
は
運
営
資
金
が
限
ら
れ
て
お
り
、

な
か
な
か
外
部
に
修
繕
を
依
頼
す
る
ま
で
は
手

が
回
ら
ず
、
職
員
の
方
々
自
ら
に
よ
る
応
急
的
な

最
低
限
の
補
修
が
行
わ
れ
て
い
た
だ
け
で
し
た
。

●
協
力
し
合
い
短
期
で
作
業

　

協
力
業
者
会
は
、
事
前
の
調
査
に
基
づ
い
て
、

必
要
な
部
材
を
下
準
備
で
製
作
し
て
お
き
、
２
日

間
の
短
い
時
間
の
な
か
で
延
べ
23
名
の
参
加
者

が
協
力
し
な
が
ら
、
壁
や
ド
ア
の
補
修
や
塗
装
等

の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

協
力
業
者
会
と
し
て
初
め
て
の
試
み
で
し
た

が
、
と
て
も
価
値
の
あ
る
活
動
で
あ
り
、
今
後
の

生
協
運
営
の
一
つ
の
大
き
な
足
掛
か
り
と
な
り

ま
し
た
。

献活動 専門家による
福祉施設の

協力して壁の補修

柱部分の塗装作業

傷みが激しく動かない扉の開閉を確認

主な関係者の声

ゆいの里福祉会　佐藤和志さん（管理者）
　入居者の特性上、感情表現が上手にできず
に壁やドアを叩いたりすることも多く、傷みは
大きい。職員で間に合わせの補強をしてきた
が、今回、プロの方々に修繕していただけるの
はありがたい。

協力業者会会長　岩丸郁也さん（一級建築士）
　さまざまな職種のプロの技で社会貢献がで
き、喜んでもらえればやりがいもあります。

　

こ
の
修
繕
に
は
、
職
員
の
方
々
や
入
居
者
の
保

護
者
の
方
か
ら
も
喜
び
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、参
加
し
た
協
力
業
者
に
と
っ
て
も
、

普
段
は
別
々
の
作
業
を
行
っ
て
い
る
業
者
間
の

連
携
が
よ
り
深
ま
っ
た
と
の
成
果
も
上
が
っ
て

い
ま
す
。

無償
修繕
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協力業者会が社会貢献
修繕前修繕後

壁紙が剥がれていた柱は塗装で補修

ベニヤ板を打ち付けていた扉は塗装で一体に

破損し穴が開いた壁部分は板を当てて元通りに

さいたま
住宅生協
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２
０
２
４
年
度
（
令
和
６
年
度
）
の
国

や
県
・
市
町
村
が
行
う
各
種
補
助
金
の
手

続
き
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

補
助
金
は
、「
予
算
の
範
囲
内
」で
の
申
請

受
付
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
年
度
途
中
で

受
付
が
終
了
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る

の
で
、
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
で
利
用
し
よ

う
と
お
考
え
の
方
は
、
早
め
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

　

今
年
度
は
、
省
エ
ネ
に
関
す
る
補
助
や

子
育
て
世
帯
へ
の
補
助
が
充
実
し
て
い

ま
す
。

　

特
に
「
住
宅
省
エ
ネ
２
０
２
４
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
４
０
０
０
億
円
を
超
え
る
予

算
措
置
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
市
町
村
が
独
自
に
設
定
し

た
様
々
な
種
類
の
補
助
金
も
あ
り
ま
す
。

各
市
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す

る
等
、
県
住
宅

課
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
各
市

町
村
の
補
助
の

種
類
を
見
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

補
助
金
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
様
々

な
要
件
に
合
致
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
検
討
さ
れ
る
方
は
住
宅

生
協
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

新
年
度新築・リフォーム補助金の
利用（申請）はお早めに

「
省
エ
ネ
」と
「
子
育
て
」補
助
が
充
実

住宅に関わる主な補助金等─令和6年（2024年度）の例（一部令和5年度）─

補助主体 新築・購入 リフォーム 設備導入・解体等

国

＜住宅省エネ2024キャンペーン＞

①子育てエコホーム支援事業

②先進的窓リノベ事業 ③給湯省エネ事業

④LCCM住宅整備推進事業
⑤断熱リフォーム支援事業
⑥長期優良住宅化リフォーム
　推進事業(※R5年度)

県
⑦県産木材活用住宅等支援事業(※R5年度)

⑧子育て世帯・移住世帯への
　省エネ改修支援(※R5年度)

⑨家庭における省エネ・再エネ活
用整備導入補助金(※R5年度)

市町村
※市町村毎に
有無･内容
に相違有

・・耐震診断・改修補助
・・介護・障害に関する補助
・・介護予防に関する補助
・・リフォーム補助(地域活性化)
・・居住促進補助

・・省エネ設備補助
・・浄化槽設置費補助
・・介護・障害支援設備補助
・・空き家・ブロック塀解体補助

市町村の補助金一覧
（県HP）



7　快適住まい　2024.5

4月1日からの
シロアリ予防工事についてのお知らせ

さいたま住宅生活協同組合「定款第51条」により、第33回通常総代会を開催します。

2024年6月29日（土）午後2時～4時

さいたま共済会館６F

　総代会は、1年間の事業全体を振り返り、前進したこと前進できなかったことを明
らかにし、次年度の事業に活かしていくことを総代会全体で確認する場です。
　2023年度の事業はおかげさまで目標を達成し、8年連続の黒字化で総代会を開
催します。この好調な状況を2024年度も継続していけるよう、住宅生協全体で力を
合わせてすすめていきたいと思います。コロナ対策はしっかりとりながら、通常開催
いたします。すべての総代のみなさまのご参加をお願いいたします。

価格の一部改訂について
　2024年4月1日から、シロアリ予防工事価格が一部改訂され「床面積
20坪を越えた場合の1坪あたりの加算料金」が5,280円となります（こ
れまで4,180円）。さいたま住宅生協の創立以来長く価格を据え置いて
きましたが、経済状況の悪化や資材高騰等 により、やむを得ずこの度の
改定となりました。ご理解のほど、よろしくお願いいたします。

保証期間中の｢無料点検｣ご案内について

　4月1日以降にシロアリ予防工事を施工された方から、5年間の保証
期間中の無料点検が2年目・4年目の計2回となります（これまで4回）。
今まで通り、ハガキ・電話で「床下無料点検」
のご案内をいたします。
　点検ご希望の際は、フリーダイヤルまた
は、ハガキにあるQRコードを読み込み専用
フォームからお申し込みください。ハガキが
お手元にない場合も、点検は随時受け付けて
おりますので、お気軽にお問い合わせ、お申
し込みください。

日時

場所

総代のみなさまには
別途通知いたします。

通常総代会第 33 回
─組合員の信頼に応え 組合員が主人公をつらぬきます─

フリーダイヤル 0120-502-817



I N F O R M A T I O NI N F O R M A T I O N

住 ま い の
学 習 講 座
どなたでも参加できます

【要事前申込】
フリーダイヤル0120-502-817

入
場
無
料

　各会場で、講座終了後に無料住宅相談もおこないます。新
築、増改築、リフォーム等、お気軽にご相談ください。また、6
月8日の会場・住宅生協会館3Fは『明

あ す か

日家』仕様（床は県産ヒ
ノキ材、壁・天井は漆喰）で仕上げた空間で、他の自然素材も
見学できます。講座ご参加の機会にぜひごらんください。

第
1
部

テーマ
「地震に備える住まいづくり」

講師：嘉藤 剛（一級建築士）

第
2
部

テーマ「新しい防災、“フェーズ・フ
リー”を取り入れた住まいとは？」

講師：松山 千晶（一級建築士）

第34回
5月25日（土）午後2時～5時

会場：大宮ソニックシティ703会議室

第35回
6月8日（土）午後2時～5時

会場：住宅生協会館3F


